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先
日
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
産
業
競
争
力
会

議
の
中
で
雇
用
維
持

型
か
ら
労
働
移
動
支

援
型
へ
シ
フ
ト
す
る

方
針
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
報
じ

ら
れ
た
。
雇
用
維
持

が
中
心
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
雇
用

政
策
か
ら
、
産
業
構
造
の
転
換
に

合
わ
せ
た
失
業
な
き
労
働
移
動
へ

の
転
換
を
図
る
と
い
う
。
従
業
員

を
解
雇
せ
ず
に
一
時
的
に
休
業
さ

せ
た
企
業
を
支
援
す
る
「
雇
用
調

整
助
成
金
」
は
縮
小
し
、
一
方
で

成
熟
産
業
か
ら
成
長
産
業
へ
の
労

働
力
移
動
を
支
援
す
る
「
労
働
移

動
支
援
助
成
金
」
を
強
化
す
る
方

向
だ
。
ま
た
、
労
働
者
派
遣
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
の

動
き
が
あ
り
、
業
務
区
分
の
廃
止
、

無
期
雇
用
派
遣
の
期
間
制
限
対
象

除
外
、
有
期
雇
用
派
遣
の
３
年
超

可
能
が
言
わ
れ
て
い
る
▼
１
９
９

５
年
５
月
、
経
団
連
は
「
新
時
代

の
日
本
的
経
営
」
を
提
起
し
、「
長

期
蓄
積
能
力
活
用
型
」「
高
度
専

門
能
力
活
用
型
」「
雇
用
柔
軟
型
」

の
３
つ
に
グ
ル
ー
プ
化
し
て
労
働

力
の「
弾
力
化
」「
流
動
化
」を
進
め
、

総
人
件
費
節
約
と「
低
コ
ス
ト
化
」

を
図
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
か
ら

約
20
年
、
日
経
新
聞
に
よ
る
と
非

正
規
労
働
者
は
38
・
２
％
・
２
０

４
３
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
し
て
い

る
。
ド
ラ
イ
な
雇
用
関
係
は
冷
徹

な
社
会
を
創
り
出
し
、
職
場
に
お

け
る
人
間
関
係
に
も
そ
の
端
緒
は

露
わ
と
な
っ
て
い
る
▼
藤
沢
周
平

の
作
品
に
「
義
民
が
駆
け
る
」
と

い
う
の
が
あ
る
。
理
不
尽
な
三
方

国
替
え
に
領
民
が
決
起
し
結
果
と

し
て
国
替
え
を
差
し
止
め
た
と
い

う
、
大
衆
が
時
の
執
権
に
一
矢
を

報
い
た
物
語
で
あ
る
。
一
人
一
人

の
力
は
小
さ
い
が
、
そ
れ
が
束
ね

ら
れ
た
時
大
き
な
も
の
と
な
る
。

政
治
も
ま
た
然
り
で
あ
る
▼
来
た

る
一
関
市
議
選
に
千
葉
信
吉
さ
ん

が
立
候
補
を
決
意
し
た
。
全
組
合

員
の
支
え
の
下
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
を
共
に
め
ざ

そ
う
（
要
）

　

＝＝38人の参加で意思統一を図った＝＝

▽
９
月
24
日
（
盛
岡
）

　

第
12
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
９
月
28
日
（
盛
岡
）

　

第
２
回
地
方
本
部
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

大
会

▽
10
月
11
日
・
12
日
（
盛
岡
）

　

第
69
回
定
期
地
方
大
会

▽
10
月
26
日
・
27
日
（
東
京
）

　

第
26
回
東
日
本
本
部
家
族
会
総

　

会
▽
10
月
27
日
（
青
森
）

　

第
56
回
青
森
支
部
定
期
大
会

▽
11
月
16
日
（
盛
岡
）

　

第
35
回
盛
岡
支
部
定
期
大
会



















　

第
27
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期
大
会
が
花
巻
市
・
ホ
テ
ル
志
戸
平
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
８
月
10
日
、

青
森
駅
連
合
分
会
で
57
歳
の
仲
間
が
東
労
組
か
ら
国
労
へ
復
帰
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
年
１
月
、
３
月

に
引
き
続
く
、
３
人
目
の
拡
大
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
地
方
本
部
は
８
月
31
日
・
９
月
１
日
、
盛

岡
市
繋
温
泉
・
清
温
荘
に
て
「
第
７
回
組
織
拡
大
対
策
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
分
会
書
記
長
を
中
心
に
38
人
が
出
席
し
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
膝
詰
の
議
論
を
し
ま
し
た
。
９
月
に

は
盛
岡
支
部
組
織
対
策
会
議
、
11
月
に
は
青
森
支
部
組
織
拡
大
対
策
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
日

間
の
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
し
た
こ
と
を
職
場
・
分
会
に
持
ち
帰
り
、
実
践
を
し
て
い
く
中
か
ら
機
関

会
議
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
は
小
林
良
宏
執
行
副
委
員

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
座
長

に
齋
藤
庄
司
執
行
委
員
長
を
選

出
。
齋
藤
委
員
長
は
執
行
委
員
会

目
的
意
識
的
に
拡
大
に
取
り
組
む

第７回地方本部
組織拡大対策会議

＝＝
拡
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
職
場
・
仕
事
＝＝

を
代
表
し
「
こ
の
間
拡
大
を
し
て

き
た
青
森
駅
連
合
分
会
、
八
戸
運

輸
分
会
の
取
り
組
み
に
学
び
合
う

必
要
が
あ
る
。
全
労
働
者
の
立
場

に
立
っ
た
運
動
を
進
め
て
き
た
の

が
国
労
で
あ
り
、
こ
こ
に
他
労
組

と
の
違
い
が
あ
る
。
組
織
拡
大
に

向
け
た
さ
ら
な
る
意
思
統
一
を
」

と
挨
拶
。

　

上
部
機
関
か
ら
の
派
遣
と
し
て

先
の
大
会
で
新
た
に
東
日
本
本
部

執
行
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
宮

﨑
浩
則
氏
（
東
京
地
本
）
が
参
加

し
、
東
日
本
本
部
の
組
織
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
「
会
社
や
現
場
長

の
対
応
に
違
い
も
見
え
て
き
て
い

る
が
、
国
労
側
が
求
め
な
い
と
動

き
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
。
会
社
、
他
労
組
の
変
化
を
き

っ
ち
り
と
認
識
し
た
取
り
組
み
の

強
化
が
必
要
。
組
織
拡
大
と
労
働

条
件
改
善
は
密
接
不
可
分
。
分
会

機
関
活
動
の
活
性
化
が
改
め
て
求

め
ら
れ
て
い
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
秋
田
地
方
本
部
か
ら

高
橋
英
樹
執
行
委
員
と
６
月
に
国

労
加
入
し
た
宮
崎
和
孝
さ
ん
も
出

席
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
宮
崎
さ
ん
は
盛
岡
地
方

本
部
元
業
務
部
長
・
宮
崎
孝
さ
ん

の
ご
子
息
で
あ
り
、
国
労
加
入
は

私
達
に
と
っ
て
も
心
か
ら
歓
迎
を

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
宮
崎
さ

ん
は
自
身
の
加
入
決
意
に
つ
い
て

「
他
労
組
攻
撃
を
主
と
す
る
組
合

活
動
に
矛
盾
を
感
じ
、
国
労
加
入

を
決
意
し
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

菊
池
要
悦
組
織
部
長
か
ら
の
当

面
す
る
取
り
組
み
と
分
散
会
提
起

を
受
け
て
、
議
論
へ
。
今
回
の
分

散
会
は
①
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
分
会
②
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
向
け

て
準
備
段
階
の
分
会
③
活
動
の
活

性
化
に
重
点
を
置
く
分
会
―
の
３

つ
に
分
か
れ
、
よ
り
突
っ
込
ん
だ

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
交
流
に
お
け
る

分
散
会
報
告
で
は
、「
個
人
的
な

接
点
は
あ
る
も
の
の
、職
場
全
体
・

分
会
全
体
の
取
り
組
み
と
は
成
り

得
て
い
な
い
弱
さ
が
あ
る
。
分
会

執
行
委
員
会
の
開
催
も
間
々
な
ら

ず
、
な
か
な
か
拡
大
ま
で
は
…
」

と
の
厳
し
い
声
の
一
方
で
、「
時

間
と
の
勝
負
と
意
識
し
て
い
る
。

対
象
を
決
め
、
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
国
労
側
の
積
極
的
な

投
げ
掛
け
が
必
要
だ
」
と
の
前
向

き
な
報
告
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
青
森
駅
連
合
分
会
・
小
原

典
昭
執
行
委
員
長
よ
り
８
月
10
日

の
国
労
復
帰
の
取
り
組
み
報
告
が

さ
れ
、「
分
割
・
民
営
化
時
の
雇

用
不
安
か
ら
国
労
を
脱
退
し
た

が
、
粘
り
強
く
関
わ
り
を
持
ち
続

け
て
き
た
。
闘
争
指
令
第
１
号
の

必
達
に
向
け
、
で
き
る
、
で
き
な

い
で
は
な
く
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
に
来
て
い
る
」
と
檄
が

飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
集
約
と
し
て
佐
々
木
書

記
長
が
「
敵
を
作
っ
て
組
織
を
ま

と
め
よ
う
と
す
る
運
動
は
矛
盾
を

解
消
し
切
れ
ず
、
結
果
と
し
て
安

全
・
安
定
輸
送
を
も
危
う
く
す
る
。

国
労
は
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に

働
け
る
職
場
作
り
に
向
け
、Ｊ
Ｒ

に
働
く
全
て
の
労
働
者
の
立
場
に

立
っ
た
要
求
を
掲
げ
て
き
た
。
人

材
育
成
・
技
術
継
承
が
大
き
な
ア

キ
レ
ス
腱
に
な
っ
て
い
る
だ
け

に
、
他
労
組
組
合
員
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

ど
う
掴
む
の
か
人
間
関
係
作
り
が

改
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
」
と

ま
と
め
、
協
約
改
訂
と
組
織
拡
大

を
結
合
さ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

地
方
本
部
は
こ
の
間
、
組
織
拡

大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
職
場
・
仕

事
の
中
心
に
」
あ
る
と
繰
り
返
し

訴
え
て
来
ま
し
た
。
同
じ
目
線
に

立
ち
、
仕
事
の
あ
り
方
か
ら
見
え

て
き
た
課
題
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
目
的
意
識
的
な
取
り
組
み
強
化

が
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
の
芽
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
お
互
い
に
全
力
を
挙
げ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
、
会
議
を
終
了

し
ま
し
た
。

我
々
の
積
極
的
投
げ
掛
け
が
必
要

組
織
拡
大
に
む
け
心
新
た
に
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一
関
市
議
会
議
員
選
挙
9
月
22
日
告
示
・
同
月
29
日
投
票

千
葉
信
吉
予
定
候
補（
組
織
内
）の

議
席
確
保
に
組
合
員
の
協
力
を

　

一
関
市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数

30
）
が
９
月
22
日
（
日
）
告
示
・

同
月
29
日
（
日
）
投
開
票
で
施
行

さ
れ
る
。

　

同
選
挙
に
は
す
で
に
速
報
版
で

も
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
関

運
輸
分
会
の
千
葉
信
吉
氏
（
54
）

が
社
会
民
主
党
公
認
で
立
候
補
を

予
定
し
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

地
方
本
部
も
８
月
22
日
の
第
11
回

執
行
委
員
会
で
組
織
内
候
補
と
し

て
推
薦
を
決
定
し
取
り
組
み
を
組

合
員
に
要
請
し
て
い
る
。

　

選
挙
の
取
り
組
み
は
一
関
地
区

協
組
合
員
中
心
の
取
り
組
み
に
な

る
が
、
生
活
改
善
・
元
気
な
街
づ

く
り
、
命
が
守
ら
れ
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
な
ど
の
実
現
を

訴
え
選
挙
闘
争
を
取
り
組
む
千
葉

氏
の
議
席
確
保
に
向
け
、
友
人
・

知
人
な
ど
へ
の
働
き
か
け
や
紹
介

な
ど
の
取
り
組
み
を
全
組
合
員
で

進
め
て
い
こ
う
。

　

な
お
、
激
励
・
連
絡
な
ど
は
一

関
地
区
協
へ
。

▽
一
関
地
区
協
＝
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
１
９
１
│
２
３
│
７
８
７
７

訂
正
と
お
詫
び

　

８
月
23
日
付
速
報
版
一
関
市
選

挙
関
係
リ
ー
ド
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
文
中
の
「
９
月
22
日

の
第
11
回
執
行
委
員
会
」
は
誤
り

で
あ
り
、「
８
月
22
日
の
第
11
回

執
行
委
員
会
」
に
謹
ん
で
訂
正
し

お
詫
び
致
し
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
思
っ
た
事
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
、「
組
織
拡
大
、
組

織
拡
大
」
と
、
必
要
以
上
に
使
命

感
を
感
じ
す
ぎ
て
、
必
要
以
上
に

考
え
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
そ
れ
が
故
に
、「
実
際
、
若

手
に
ど
の
よ
う
に
声
を
掛
け
た
ら

良
い
か
？
」
と
か
、「
若
手
が
来

た
後
に
、
守
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」

等
々
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
前

に
、
考
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
何

も
起
こ
せ
な
い
袋
小
路
に
陥
っ
て

る
方
も
多
い
の
で
は
？
と
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
と
て
も
個
性
の
強

い
方
々
ば
っ
か
り
で
す
。
個
性
が

強
い
人
と
い
う
の
は
、
仕
事
に
強

い
自
信
が
あ
っ
た
り
、
生
き
方
に

強
い
自
信
を
持
っ
て
る
が
故
に
、

他
人
に
自
分
を
押
し
付
け
ら
れ
る

人
だ
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
自
信
が
あ
る
仕

事
や
、
生
き
方
を
極
め
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

「
国
労
」
が
周
り
か
ら
の
評
価
を

上
げ
、
若
手
の
方
か
ら
、「
カ
ッ

コ
イ
イ
（
人
た
ち
が
多
い
）
国
労

に
入
り
た
い
」と
思
わ
せ
る
の
も
、

一
つ
の
組
織
拡
大
の
運
動
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
私
の
職
場
で
は
、「
若

い
連
中
の
口
の
利
き
方
」
や
「
態

度
」
が
良
く
な
い
と
言
っ
て
い
る

先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
私
が
思
う
に
、「
人
と
い
う

も
の
は
、
相
手
に
敬
意
を
覚
え
れ

ば
、
自
然
と
頭
が
下
が
る
も
の
で

あ
る
」
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
、

10
年
後
、
20
年
後
も
今
回
と
同
じ

く
ら
い
の
熱
気
と
、
人
数
で
、
会

議
が
開
催
さ
れ
る
事
を
心
よ
り
、

希
望
し
ま
す
。
私
も
、
皆
さ
ん
か

ら
頂
い
た
「
熱
気
」
と
「
魂
」
で
、

秋
田
の
組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、

10
年
後
、
20
年
後
も
秋
田
・
盛
岡

で
交
流
会
や
会
議
で
盛
り
上
が
っ

て
い
き
た
い
と
、
心
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

秋
田
地
方
本
部
　
宮
崎
　
和
孝
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被
爆
68
周
年
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
広
島
・
長
崎
両
大
会
に

岩
手
県
代
表
団
の
団
長
と
し
て

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
代
表
団

は
広
島
大
会
に
は
小
中
学
生
９

人
を
含
む
24
人
が
参
加
し
、
長

崎
大
会
は
８
人
の
参
加
、
内
２

人
が
小
学
生
で
し
た
。

　

広
島
大
会
の
１
日
目
の
午
前

中
は
参
加
者
全
員
で
の
学
習
会

と
い
う
こ
と
で
、
講
師
に
平
野

貞
男
さ
ん
を
迎
え
「
被
爆
者
体

＜問い合わせは＞東北労金へ　　０１２０-1919-62

マイカーローン

年2.50％ 年3.00％または

保証料込み

適用金利の
ご案内

固定
金利

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。
●固定金利型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、
変動金利型（ご融資期間10年以内）もご用意しています。

5年 ご融資期間
5年以内

住宅ローン適用金利のご案内

固定金利
選択型

引下げ後金利

固定
金利

年2.50％ 年3.00％

年0.70％

または

保証料込み

有担保

無担保

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。●固定金利
型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、変動金利型（ご融資期間
20年以内）もご用意しています。

●金利引下げには一定の条件があります●別途保証料が必要です（団体会
員の方の保証料は当金庫が負担します。）

2年もの

5年

教育ローン

年2.50％ 年3.00％または

保証料込み

適用金利の
ご案内

固定
金利

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。
●固定金利型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、
変動金利型（ご融資期間15年以内）もご用意しています。

5年 ご融資期間
5年以内

上記適用金利
お取り扱い期間〉〉2013年4月1日から2013年9月末お申込み・実行分まで

上記適用金利お取り扱い期間〉〉
【有担保】　2013年4月1日から2014年3月末
　　　　　お申込み分まで
【無担保】　2013年4月1日から2013年9月末
　　　　　お申込み・実行分まで

験
談
」
を
、
１
時
間
30
分
に
わ
た

り
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
平
野
さ

ん
の
お
話
は
、
静
か
な
口
調
で
始

ま
り
、
昭
和
20
年
８
月
は
12
歳
な

の
に
休
み
も
な
く
働
か
さ
れ
、６
日

は
い
つ
も
通
り
焼
夷
弾
対
策
の
た

め
の
建
物
疎
開
作
業
に
行
く
前
、校

庭
で
朝
礼
中
に
爆
心
地
か
ら
１・８

㎞
で
被
爆
し
た
事
、
光
は
一
瞬
で

は
な
く
３
・
４
秒
続
き
、そ
の
あ
い

だ
に
体
が
焼
か
れ
、
少
し
し
て
も

の
す
ご
い
爆
風
が
来
て
気
を
失
い
、

気
が
つい
た
と
き
に
は
衣
服
が
く
す

ぶ
り
お
互
い
に
消
し
あ
っ
た
事
、
家

ま
で
帰
る
途
中
で
見
た
こ
の
世
と

は
思
え
ぬ
光
景
、
お
母
様
の
献
身

的
な
看
病
、
し
か
し
薬
の
代
用
は

胡
瓜
の
汁
と
い
う
壮
絶
な
闘
病
生

活
、
就
職
後
も
ケ
ロ
イ
ド
で
苦
労

し
て
き
た
こ
と
等
を
自
分
で
書
い

た
絵
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
子
供

た
ち
は
真
剣
に
そ
の
話
に
耳
を
傾

け
、メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
館
で
は
様
々
な
展
示

物
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
も

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
展
示
を
見
て

同
年
代
の
彼
女
が
最
後
の
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
折
り
鶴
を
折
り
続
け

た
こ
と
を
知
り
、
様
々
な
事
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。

　

長
崎
大
会
で
は
「
高
校
生
１
万

人
署
名
活
動
」
の
岩
手
県
代
表
の

９
人
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
私
達
に
は
、
ま

だ
希
望
が
残
さ
れ
て
い
る
。
微
力

で
は
あ
る
が
、
無
力
で
は
な
い
」

を
合
言
葉
に
活
動
を
続
け
、
岩
手

県
の
２
人
を
含
む
代
表
者
20
人
は

「
高
校
生
平
和
大
使
」
と
し
て
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
向
か
い
全
世
界
に
平
和

を
訴
え
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

活
動
を
、
高
校
生
た
ち
は
部
活
動

と
は
別
に
自
分
か
ら
進
ん
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
き
っ
か
け
は
？
」
と
の
私
の

問
い
か
け
に
、「
先
生
が
指
導
し

て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
返
事
が
返

っ
て
き
た
と
き
、
私
た
ち
が
小
中

学
校
の
頃
の
先
生
方
は
、
い
か
に

戦
争
が
無
意
味
で
悲
惨
な
も
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
機
会
あ
る

た
び
に
話
し
て
い
た
な
と
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

広
島
大
会
の
最
終
日
、
平
和

公
園
で
黙
祷
し
た
後
、
そ
し
て

長
崎
で
の
高
校
生
と
の
話
の
中

で
、私
は
「
今
回
こ
の
広
島
（
長

崎
）
で
学
ん
だ
こ
と
経
験
し
た

こ
と
を
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ

ず
に
平
和
な
日
本
を
守
れ
る
大

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
子

供
た
ち
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

私
も
今
ま
で
以
上
に
平
和
運

動
、
核
兵
器
の
廃
絶
・
脱
原
発
・

護
憲
の
運
動
を
取
り
組
み
、
平

和
な
日
本
を
守
り
引
き
継
ご
う

と
決
意
を
新
た
に
し
た
大
会
参

加
で
し
た
。

　

原
水
禁
青
森
県
代
表
団
と
し

て
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
広

島
市
の
平
和
公
園
を
中
心
と
し

た
会
場
に
お
い
て
原
水
禁
世
界

大
会
と
平
和
記
念
式
典
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
４
日
は
、
青
森
県
内

か
ら
集
ま
っ
た
色
と
り
ど
り
の
平

和
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
折
り
鶴

を
持
ち
広
島
市
の
平
和
公
園
か
ら

２
キ
ロ
離
れ
た
県
立
体
育
館
ま
で

全
国
か
ら
参
加
し
た
各
県
代
表
者

と
共
に
核
廃
絶
と
平
和
の
祈
り
を

込
め
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
訴

え
な
が
ら
折
鶴
平
和
行
進
し
原
水

禁
世
界
大
会
・
広
島
大
会
開
会
総

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
総
会
で
は
、
原
爆
に
よ
り

こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
広
島
県
被

団
協
の
柳
川
良
子
さ
ん
か
ら
学
生

の
こ
ろ
自
ら
が
被
爆
し
た
悲
惨
な

体
験
を
聞
き
、
今
の
私
た
ち
が
平

和
で
生
活
で
き
る
の
は
、
戦
争
に

よ
っ
て
全
て
を
奪
わ
れ
て
も
次
の

世
代
に
命
を
繋
ぐ
た
め
に
努
力
を

重
ね
て
き
た
先
人
た
ち
の
お
陰
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
中
国
新
聞
社
ホ
ー

ル
で
「
脱
原
子
力
・
福
島
原
発
事

故
の
現
状
と
課
題
」
の
分
科
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
医
師
の
振
津
か

つ
み
さ
ん
か
ら
原
爆
被
爆
者
の
健

康
管
理
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

被
災
者
な
ど
世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ

と
の
交
流
を
通
じ
３
・
11
以
降
福

島
第
１
原
発
で
働
く
労
働
者
の
劣

悪
な
労
働
実
態
と
被
ば
く
線
量
限

度
に
達
し
て
し
ま
う
現
状
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
原
発
事
故
に
よ
り
罪
の

な
い
人
々
が
被
爆
し
、
い
わ
れ
の

な
い
風
評
被
害
や
差
別
に
苦
し
む

事
が
理
不
尽
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

去
年
の
夏
も
猛
暑
で
あ
っ
た
が
、

節
電
や
工
夫
を
し
て
停
電
な
く
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
発
か
ら
の
電
力
供
給
が
な
く
て

も
電
力
が
不
足
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
脱
原
発
」
が

可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
一

刻
も
早
く
切
り
替
え
る
べ
き
で

す
。
ま
た
私
た
ち
は
、
必
要
な
分

だ
け
電
力
を
大
切
に
使
う
事
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

３
日
目
６
日
は
、
朝
８
時
か
ら

の
広
島
市
主
催
の
平
和
記
念
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
。
強
い
日
差
し

と
34
度
の
暑
さ
の
中
、
原
爆
犠
牲

者
の
御
霊
に
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ

ま
し
た
。
松
井
広
島
市
長
は
、
平

和
宣
言
で
「
心
身
の
傷
や
差
別
、

偏
見
に
苦
し
み
な
が
ら
復
興
を
支

え
て
き
た
被
爆
者
の
姿
」
テ
ー
マ

に
被
爆
者
５
人
の
体
験
談
を
引
用

し
、
核
兵
器
は
非
人
道
兵
器
の
極

み
で
あ
り「
絶
対
悪
」と
否
定
し
ま

し
た
。
今
大
会
に
参
加
し
戦
争
の

悲
惨
さ
、
被
爆
者
の
苦
し
み
や
悲

し
み
を
聞
く
事
に
よ
っ
て
平
和

の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

原
水
禁
世
界
大
会
・
広
島
大

会
参
加
の
た
め
多
く
の
カ
ン
パ

を
取
り
組
ん
で
く
れ
た
事
に
感

謝
し
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
に
も
平
和
と
脱
原
発
に
向
け

て
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
強
化

し
て
行
き
た
い
。

　

な
お
、参
加
し
た
青
森
県
代
表

団
は
青
森
平
和
労
組
会
議
が
中

心
で
8
人
。
国
労
か
ら
は
１
人
が

参
加
し
ま
し
た
。長
崎
大
会
に
2

人
が
つ
づ
け
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

広
島
大
会
で
は
平
和
記
念
資

料
館
を
見
学
、
折
り
鶴
平
和
行

進
に
参
加
し
、
広
島
赤
十
字
原

爆
病
院
へ
平
環
セ
ン
タ
ー
が
取

り
組
ん
だ
カ
ン
パ
を
お
見
舞
金

と
し
て
届
け
、
院
長
か
ら
患
者

さ
ん
た
ち
の
現
状
を
お
聞
き
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
千
羽
鶴
が
寄
せ

ら
れ
る
「
原
爆
の
子
の
像
」、
外

傷
が
な
く
て
も
、
被
曝
か
ら
10

年
前
後
に
白
血
病
に
な
る
子
ど

も
が
大
勢
い
て
、
亡
く
な
っ
た

子
の
霊
を
慰
め
る
為
に
建
て
ら

れ
た
﹇
像
﹈
の
周
り
に
は
、
全

国
か
ら
の
折
り
鶴
が
捧
げ
ら

れ
、
一
関
地
区
で
取
り
組
ま
れ

た
折
り
鶴
も
捧
げ
て
き
ま
し

た
。
毎
年
家
族
会
も
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
家
族

会
と
星
あ
つ
こ
後
援
会
の
合
作

の
折
り
鶴
は
長
崎
の
慰
霊
碑
に

捧
げ
て
参
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
「
福
島
の
現
状
と

課
題
」
に
参
加
し
、
未
だ
収
束

し
て
い
な
い
現
状
と
県
民
の
健

康
管
理
は
国
が
責
任
を
も
っ
て

行
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

長
崎
大
会
で
は
全
国
の
高
校

生
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
高
校

生
１
万
人
署
名
活
動
」
の
皆
さ

ん
の
、「
私
達
に
は
、
ま
だ
希

望
が
残
さ
れ
て
い
る
。
微
力
で

は
あ
る
が
、無
力
で
は
な
い
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
動
を
受
け

ま
し
た
。
代
表
者
20
人
は
「
高

校
生
平
和
大
使
」
と
し
て
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
国
連
本
部
に
署
名
を

届
け
、
ス
ピ
ー
チ
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
世
界
各
国
の
被
曝

者
と
も
交
流
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
彼
ら
彼
女
ら
の
運

動
を
大
き
く
育
て
て
行
く
為
に

も
募
金
を
応
援
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。

　

分
科
会
は
「
世
界
の
内
部
被

曝
を
考
え
る
」
を
選
択
し
、
原

子
爆
弾
を
作
る
た
め
の
ウ
ラ
ン

採
掘
現
場
で
労
働
者
が
何
も
知

ら
さ
れ
ず
内
部
被
曝
さ
せ
ら
れ

た
事
や
、
汚
染
水
、
自
然
破
壊
、

ア
メ
リ
カ
の
被
爆
者
保
護
法
な

ど
に
関
し
学
び
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
原
爆
投
下
時
間

に
テ
レ
ビ
の
前
で
黙
祷
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
地
で
黙
祷
し
、

見
聞
を
広
め
ら
れ
た
事
は
私
に

と
っ
て
は
生
涯
に
残
る
学
習
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

被爆68周年

ノーモア
広島・長崎・福島
ノーモア

広島・長崎・福島

盛
岡
支
部
執
行
委
員
長
　
佐
々
木
研
司

学
ん
だ
こ
と
経
験
を
子
ど
も
た
ち
は

　

大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

広島・長崎大会

地
方
本
部
家
族
会
会
長
　
佐
々
木
香
代
子

見
聞
を
広
め
ら
れ
た
広
島・長
崎

　

家
族
会
の
折
り
鶴
も
両
地
に
捧
げ
る

広島・長崎大会

青
森
支
部
書
記
次
長
　
田
崎
　
秋
弘

国
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
最
優
先

　

脱
原
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
求
め
る

広島大会

▼原爆ドームを後に参加者で記念撮影する岩手県代表団・広島

　
広
島
赤
十
字
病
院

　
説
明
を
受
け
る

　
岩
手
県
代
表
団
・
広
島

▼

青森の代表団8人も
元気に行進・広島

▼

盛岡家族会の折り鶴を
捧げる佐々木会長・長崎

▼

〈8月４日～９日〉


